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経常収支比率の分析
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※１　本レーダーチャートは、当該団体と類似団体平均値より算出した偏差値をもとに
　　チャート化したものである。（偏差値は平均を100としている。）
　２　当該団体の八角形が平均値の八角形より内側にあるほど、歳出抑制等により財政
　　構造に弾力性があることを示している。
　３　類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類
　　した結果、当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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・人件費：人件費に係る経常収支比率は経年比較すると年々低くなっているが、類似団体と比較すれ
ば依然として高い。９カ町村の合併とか地形的要因により職員数が類似団体平均と比較して多いため
で、定員管理計画、財政計画に添って職員数の改善を図っていく。具体的には、平成２７年度には、６
００人程度に縮減する予定となっている。

・物件費：物件費に係る経常収支比率についても、年々比率が低くなってきている。町村合併の効果
や、行財政改革の効果が出つつある状況である。今後も物件費の抑制に努める方針である。

・扶助費：扶助費に係る経常収支比率は、類似団体平均より数値が低くなっているが、経年比較では
年々増加傾向である。今後も高齢者人口が増加して行くのに伴い、扶助費の増加傾向が見込まれる
ため、資格審査等の適正化や単独事業の見直しを行い、扶助費の抑制に努める。

・公債費：公債費に係る経常収支比率は、類似団体平均より依然として高い水準にある。合併町村の
地方債を引き継いだことと、合併特例事業により、地方債残高が４００億円を超える金額となっている。
ただ、公債費のピークは平成１９年度となる見込みで、平成２０年度以降は減少傾向の推計となってい
る。今後も起債の発行を極力抑え、発行する起債についても交付税算入率の高い有利なものを選択
するように努める方針である。

・補助費等：補助費等に係る経常収支比率は、類似団体平均を下回っているが、経年比較では若干の
増加傾向である。財政計画では、合併に伴う削減効果を想定し、１０年間で３割の削減を見込んでお
り、補助金・負担金の更なる縮減が求められている。



人件費及び人件費に準ずる費用の分析
人件費及び人件費に準ずる費用

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

人件費 6,327,859 121,033 76,256 58.7
賃金（物件費） 378,836 7,246 3,957 83.1
一部事務組合負担金（補助費等） 98,026 1,875 9,523 ▲ 80.3
公営企業（法適）等に対する繰出し（補助費等） 11,542 221 696 ▲ 68.2
公営企業（法適）等に対する繰出し（投資及び出資金・貸付金） - - 2 -
公営企業（法非適）等に対する繰出し（繰出金） 138,119 2,642 2,646 ▲ 0.2
事業費支弁に係る職員の人件費（投資的経費） 131,726 2,520 1,829 37.8
▲退職金 ▲ 670,123 ▲ 12,817 ▲ 9,638 33.0
合計 6,415,985 122,719 85,269 43.9

参考
当該団体 類似団体平均 対比（差引）

人口1,000人当たり職員数（人） 15.15 8.44 6.71
ラスパイレス指数 95.4 96.3 ▲ 0.9
ラスパイレス指数及び職員数に係る項目については、平成19年地方公務員給与実態調査に基づくものである（以降の項目について同じ。）。
なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、当該項目を「-」としている。

公債費及び公債費に準ずる費用の分析
公債費及び公債費に準ずる費用（実質公債費比率の構成要素）

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

公債費充当一般財源等額
（繰上償還額及び満期一括償還地方債の元金に係る分を除く。）

4,830,856 92,400 42,520 117.3

満期一括償還地方債の一年当たりの元金償還金に相当するもの
（年度割相当額）等

- - 24 -

公営企業債の償還の財源に充てたと認められる繰入金 1,464,843 28,018 15,080 85.8
一部事務組合等の起こした地方債に充てたと認められる補助金又
は負担金に充当する一般財源等額

262,653 5,024 5,144 ▲ 2.3

債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるものに充当する
一般財源等額

110,043 2,105 2,856 ▲ 26.3

一時借入金利子
（同一団体における会計間の現金運用に係る利子は除く）

351 7 8 ▲ 12.5

▲地方債に係る元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額

▲ 3,926,090 ▲ 75,094 ▲ 34,387 118.4

合計 2,742,656 52,459 31,244 67.9
平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない団体については、「-」としている（以降の項目について同じ。）。
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普通建設事業費の分析

普通建設事業費

当該団体(円) 増減率(%)(A) 類似団体平均(円) 増減率(%)(B) (A)-(B)

- - - - - -

うち単独分 - - - - - -

8,002,276 147,780 - 62,709 - -

うち単独分 6,159,908 113,756 - 43,432 - -

5,212,961 97,413 ▲ 34.1 57,030 ▲ 9.1 ▲ 25.0

うち単独分 2,113,605 39,496 ▲ 65.3 37,129 ▲ 14.5 ▲ 50.8

8,905,384 168,487 73.0 56,780 ▲ 0.4 73.4

うち単独分 2,331,650 44,114 11.7 34,392 ▲ 7.4 19.1

6,950,319 132,939 ▲ 21.1 60,510 6.6 ▲ 27.7

うち単独分 1,784,791 34,138 ▲ 22.6 33,757 ▲ 1.8 ▲ 20.8

過去５年間平均 7,267,735 136,655 5.9 59,257 ▲ 1.0 6.9

うち単独分 3,097,489 57,876 ▲ 25.4 37,178 ▲ 7.9 ▲ 17.5
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